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当社は、平成22年6月日本政策投資銀行（DBJ）より
環境格付融資を受け、格付結果は「環境への配慮に対
する取り組みが先進的」と評価されました。
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C O N T E N T S

高砂香料グループは、香料技術の最先端の研究を続けてまいりました。
技術と安全・安心の融合により、生活にゆとりと
うるおいをもたらす香料を創り出しています。
人や社会、地球環境との調和を図りつつ、香料やファインケミカル分野の
製品で、お客様、株主・投資家の皆様、お取引先、従業員等、
「ステークホルダー」とともに成長する企業を目指します。

安全・安心な製品を通じて、
豊かな生活づくりに貢献します。

　本年度は表紙に、創立 20周年の記念として
製作された白磁の香炉を選びました。高砂香料
が我が国初の合成香料会社として1920 年に誕
生してから今年は94 年目にあたり、2020 年に
は100周年を迎えます。創業以来築き上げてき
ました香りを創造する技術を通じて、皆様がよ
り快適に、健康に過ごすことができる社会の実
現に貢献していきます。

　しっとりとした柔らかさと深く沈んだ気品が漂う白磁香炉。銀製の火屋(蓋 )は、
四弁花の模様をデザインしている。この香炉は、高砂香料20周年の記念品として
注文、製作された作品である。
　富本憲吉（1886-1963）は奈良県生まれ、1909 年東京美術学校図案科卒業。
イギリスに留学し、帰国後バーナード・リーチとの交友を機に独学で作陶を始めた。
白磁、染付、色絵、金銀彩に格調高い秀作を発表し、1955 年人間国宝に認定され、
1961年文化勲章を受章した。

白磁香炉 富本憲吉作　1940 年　高 8.7cm

■ 対象期間
2013年4月～2014年3月（一部最新
のデータを含む）

■ 対象組織
高砂香料工業株式会社およびグループ
会社

社会・環境報告書　
(年1回 )

会社案内 The TAKASAGO 
Times

高砂香料工業　ウェブサイト　
随時更新
http://www.takasago.com/

香りの文化をつたえるため本社受付
横に設けた「高砂香料コレクション」
展示スペース
http://www.takasago.com/ja/
museum/index.html

高砂香料グループ　会社概要

トップメッセージ　　　　　　　　　　　　

特集
高砂香料国内グループの安全文化の
確立に向けた「安全の日」の取り組み

CSRマネジメント

高砂香料グループの
EHS100（中長期計画）の取り組み　

社会性報告　　

環境報告

海外製造拠点・事業所での活動報告

高砂香料グループの「社会・環境報告書2013」に
関するアンケート結果について　　　　　　　　

■ 編集方針

■ 表紙について

■ 実績データ集計範囲
2013年4月～2014 年3月

■ 参考にしたガイドライン
GRIガイドライン

■ 次回発行時期
2015年9月を予定

高砂香料とステークホルダーの皆様とのコミュニケーションのために

　「社会・環境報告書」の発行を開始して今年で３年目を迎えます。
本年度は国内外事業所での活動の紹介を通じて、高砂香料グループ
全体の安全・安心や社会的責任に対する取り組みや、継続的な環境
負荷低減への取り組みをご理解いただける内容を目指しました。
　昨年度より実施しております一般の方 へ々の、アンケート結果から
の貴重なご意見をもとに、より一層の誌面の充実、また活動内容の
検証や改善を図っていきたいと考えています。

高砂香料では、ステークホルダーの皆様とのコミュニケーションを図り、
当社の活動への理解をより深めていただくために、さまざまなツールによる情報発信に努めています。
より詳細な社会・環境活動やデータはウェブサイトでご紹介しています。
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2013年度 事業別売上高 2013年度 地域別売上高

※13年度＝14年3月期

高砂香料グループの４つの事業

Flavors
フレーバー

Aroma
Chemicals

アロマケミカル

Fragrances
フレグランス

Fine
Chemicals

ファインケミカル
会社概要

業績ハイライト

アジア-パシフィック※
従業員数

売 上 高

主要事業 フレーバー／
フレグランスの製造・販売
および
アロマケミカルの販売

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

544名
171億円

※アジア-パシフィック：アジア太平洋地域
　（Asia Pacific）

EMEA※
従業員数

売 上 高

主要事業 フレーバー／フレグランス／
アロマケミカルの製造・販売

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

487名
172億円

※EMEA:ヨーロッパ、中東およびアフリカ
　　（Europe,the Middle East,and Africa）

高砂香料グループ  会社概要
高砂香料グループは、高砂香料工業、子会社35社および関連会社2社を有し、
世界27の国と地域において、フレーバー、フレグランス、アロマケミカル、ファインケミカルの製造・販売を
主な事業内容とし、さらに各事業に関連する研究開発も進めております。 2014年3月現在

会 社 名
本 社
設 立
資 本 金
従業員数

高砂香料工業株式会社
〒 144-8721東京都大田区蒲田 5丁目 37番 1号
1920（大正 9）年 2月 9日
92億円
高砂香料グループ　3,136名 ／ 高砂香料工業（単体）　1,040名

TAKASAGO INTERNATIONAL CORPORATION

米　州
従業員数

売 上 高

主要事業 フレーバー／
フレグランスの製造・販売
およびアロマケミカル／
ファインケミカルの販売

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

658名
268億円

日　本
従業員数

売 上 高

主要事業 フレーバー／フレグランス／
アロマケミカル／
ファインケミカルの製造・販売
および不動産賃貸／
他サービス業

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

1,447名
700億円
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高砂香料の根底に流れる「誠実さ」こそ企業姿勢の柱。
地域社会に貢献し、社会との共生に努めるとともに、
強固な事業基盤を築き、世界トップクラスの企業へと
グローバルにおける競争力をより高めていきます。

top message

　皆様には、平素より温かいご支援、ご理解を賜り、心
からお礼申し上げます。
　高砂香料グループは「技術立脚の精神に則り社会に貢
献する」を企業理念とし、香料業界のリーディングカンパ
ニーとして環境保護、地域社会への貢献、そして安全で
信頼される製品の安定供給を第一に、グローバルに事業
を展開してまいりました。
　事業を通じて社会に貢献することこそ企業の目的であ
り、責任をもって果たさなければならない使命だと感じて
います。そして、このことがサステナビリティの本質の追
求になると私は考えます。

高砂香料ならではの「誠実さ」で
企業風土を見つめ直し
社会から信頼される企業への変革を推し進めます

　2013年に発生しました平塚工場での火災事故では皆様
に多大なるご迷惑とご心配をおかけしたことを心よりお詫
び申し上げます。高砂香料グループは、生産体制の再構
築や社会からの信頼回復に努めるとともに、安全文化の
構築に文字通り一から全力を傾け、再発防止の徹底と従
業員の安全意識の向上に取り組んでいます。
　その一つとして、前社長の井垣理太郎より「安全はすべ
てに優先する」の基本理念を引き継ぎ、新設した安全統
括本部の本部長として、自らが先陣を切って抜本的な改革
を推進しています。また、事故の起こった4月10日を「安
全の日」と定め、このような事故災害を再び起こさないた
めにグループ全体で安全活動に注力しています。そして、
今回の事故災害を忘れないために、「EHS※宣言」を改訂
し社内外に発表いたしました。
　高砂香料グループにとって大切なのは、今、この厳しい
環境の中で、改めて「誠実さ」という高砂香料ならではの
企業姿勢および企業風土を再認識することです。同時に、
慢心があればそれを戒め、積極的に外部のご意見に耳を
傾け、より社会から信頼される企業への変革を推し進めて
いかなくてはならないと強く感じています。
※ EHS：Environment（環境）、Health（健康・衛生）、Safety（安全）の
頭文字

FSSC22000 認証の完了、ISO14001グローバル
統合認証の推進で世界トップクラスの
香料会社を目指しています

　高砂香料グループでは2020年の創立100周年に向け、
グループ一丸となって中長期計画「EHS100」に取り組ん
でいます。中でも日米欧亜の4極の「地域EHS管理統括
責任者」を中心に、「EHS100」に沿って環境・衛生・安
全面の活動強化に注力しています。
　「EHS100」のフェーズ Ⅱにあたる2013年度は、グロー
バル・グループの食品工場における FSSC22000 の認証
取得が完了しました。なお、ISO14001の認証未取得で
ある高砂U.S.A.・フレグランス工場、南海果工（株）およ
び平塚研究所の ISO14001認証取得は現在進行中です。
また、2010年から国内・海外グループ約60拠点の各種
EHSデータを集約・管理するシステムを稼動させ、CO2
排出量、水使用量、産業廃棄物発生量等の「見える化」
を推進しています。
　
次世代を見据えた持続可能な成長を追求するため、
事業基盤を固めてグローバルな競争力を高めていきます

　世界各拠点の機能を有効活用することにより、高砂香
料グループは売上高世界第5位の香料会社に成長しまし
た。引き続きステークホルダーとの調和を大切にし、広く
社会全体のQOL（クオリティ・オブ・ライフ）の向上につ
ながる製品を開発していくだけでなく、グローバル経営資
源をさらに発展させ、世界トップクラスの香料会社となる
ことを目指します。
　2015年度から始まる次期3カ年計画では、製造業の
根幹である研究開発力の強化、収益体質の根本的改革を
図り、次世代を見据えた持続可能な成長を追求してまいり
ます。また、国内外の売上比率がほぼ１対１となりつつあ
りますので、今後はダイバーシティ推進に向けたグローバ
ル人事制度を積極的に導入し、グローバル執行役員会も
設けていく所存です。
　高砂香料グループは今後、内部統制、ガバナンスに対
しては企業活動の透明性・公正性の確保を目指すととも
に、グローバル企業として持続的な成長と発展に努めて
まいります。高砂香料工業株式会社

代表取締役社長
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高砂香料工業
平塚工場　工場長

伊藤 裕司

高砂香料国内グループの安全文化の
確立に向けた「安全の日」の取り組み

高砂「安全の日」の各事業所での取り組み

2013年4月10日に平塚工場で火災事故が発生しました。今後このような事故災害を二度と起こさないため、
高砂香料グループでは全従業員が一丸となって、再発防止の徹底に取り組んでいます。
安全統括本部ならびに安全管理部を設置した他、4月10日を「安全の日」と定め、
グループ全体で安全活動を推進しています。

4月10日の高砂「安全の日」には、火災事故の振り返りや社長説示の後、
防災・防火訓練をはじめさまざまな安全活動が事業所ごとに実施されました。

特 集

　高砂香料グループは、平塚工場における火災事故の発
生後、速やかに事故再発防止委員会を発足し、原因究明
や緊急対策案の策定などを進めました。事故再発防止委
員会には、第三者機関としてDNV GL  ビジネス・アシュ
アランス・ジャパン株式会社より2名の監査員にオブザー
バーとして参加いただいた他、公益社団法人 産業安全技
術協会に原因究明および再発防止策の策定についてご協
力をいただきました。
　2013年12 月には、高砂香料工業の社長を本部長とす
る安全統括本部ならびに安全管理部を新設しました。ま
た、安全管理における最高意思決定機関である安全協議

安全統括本部、安全管理部を新設し、安全対策のための管理体制を構築

会を設置し、月1回の定例会議を通して一貫した安全活
動の実施や、生産本部・工場との連携を強化しています。
グループ全体にわたる安全管理体制の構築により、情報
の一元管理や定期的な安全監査の実施、教育・訓練によ
る従業員の安全意識の醸成、設備上の安全対策の強化
などを推進し、事故災害の未然防止と安全文化の確立に
一層取り組んでいきます。
　高砂香料グループは、昨年の火災事故を重く受け止め、
今後このような事故災害を起こさぬよう、4月10日を「安
全の日」と定め、当日は本社・支店・出張所、工場など
事業所ごとに安全活動を推進しました。

国内・海外のグループ全体で「安全文化」が
根づくよう、安全統括本部・生産本部と各事
業所が連携して、主に下記の取り組みを進め
ています。この取り組みを遂行し、常に安全
への意識を高めていただきたいと思います。

①  要改善箇所の特定
②  設備面からの安全対策
③  ヒューマンエラー防止（ポカヨケ）の導入
④  静電気対策などの社内安全基準の策定
⑤  設備仕様・設備標準の策定
⑥  事業所間での水平展開の手法導入
⑦  設備導入時のFMEAの実施
⑧  手順書への安全注意点の反映
⑨  知識継承の仕組みづくり
⑩  人の育成
⑪  経営陣への定期報告による
       現状共有と、方向性の確認

ソブリン・
コンサルティング
株式会社
代表取締役
溝呂木 敦
顧問

COMMENT■ 高砂香料国内グループ　安全管理体制 創業100周年をゴールに据えて

平塚工場（神奈川県）

　火災事故および漏洩事故を起こした平塚工場では、こ
のような事故災害を再び起こさぬよう、本社の安全統括本
部の方針のもと、工場をあげて安全対策を推進しています。
手順書やリスクアセスメントの見直しをはじめ、危険物の
漏洩対策、消火訓練の実施や静電気・危険物取り扱いの
教育、局所排気設備の設置、床の導電性の確保や導電性
台車の導入などに速やかに取り組むとともに、安全監査に
よる指摘事項を順次改善しています。

　平塚工場ではこれまで「地域住民からの臭気苦情 0件」
を掲げ、臭気漏洩防止に努めてきました。また、工場内の
5S*を点検する「工場長点検日」を毎月設け、全員参加に
よる継続的なカイゼン活動に取り組んでいます。
　「安全の日」には、富士フイルムファインケミカルズ株式
会社より静電気の危険性についての講演、静電気火花に
よる引火・爆発実験を行っていただきました。また、ソブ
リン・コンサルティング株式会社の溝呂木顧問より安全管
理体制の構築や現状についての講演をいただき、従業員
の安全に対する意識と知識を高めました。
*5S：整理・整頓・清掃・清潔・躾

工場一丸となって安全対策を強化

外部講師による講演や静電気火花による実験を実施

教育を含めた安全管理体制を構築し信頼される安全・安心な工場を目指します
　昨年発生した火災・漏洩事故は大きな傷
跡を残しましたが、この取り返しのつかな
い事故を撲滅するために、安全統括本部の
方針のもと、平塚工場では従業員全員が一
丸となり安全対策に取り組んでいます。
　毎月行われる安全監査においては、工場
内の改善点を洗い出し、安全課題管理表か

ら部門・施設における課題に対して改善お
よび完了までを一元管理することで、教育
を含めた安全管理体制の構築を図っていま
す。平塚工場は、お客様から信頼される安
全・安心な工場として、引き続き安全対策
を強化してまいります。 

9月に消火訓練を、11月に防災訓練を実施（写真は消火訓練の様子）

静電気火花による
引火実験

工場、研究所、関連会社、配送センターを含め、11事業所

VOICE
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　鹿島工場では、工場内の安全衛生パトロールと5S・カイゼン
パトロールを毎月実施しています。「安全の日」には、各職場で
室内消火訓練および消火器・火災報知機の位置確認を行った
後、高砂珈琲鹿島工場と合同で消火器や消火シートを用いた消
火訓練を行い、80名を超える従業員が参加しました。角バッ
トに実際に火をつけ、小規模での火災を想定したこの訓練では、
消火シートや濡れたタオル、ジャンパーによる窒息消火法を確
認しました。また、同日に交通安全指導の他、一定の成果を上
げた従業員を対象にカイゼン表彰、安全職場表彰も行いました。

　労働災害ゼロ、衛生管理の向上を推進している高砂スパイスでは、
環境改善活動や衛生講習会などを通じて従業員の意識と知識を高めて
います。「安全の日」の活動としては、消火設備の取り扱いや非常口の
確認、自衛消防組織の周知、粉砕機や喫煙所からの火災を想定した
消火訓練などを実施し、約20名の従業員が参加しました。火災発生
時のアナウンスや消火器の設置場所など、訓練から見えた課題の改善
にも取り組んでいます。他にも、低圧電気取扱業務の事前講習を実施
し、安全衛生のマネジメントに力を入れています。

　高砂フードプロダクツでは、安全衛生委員による月1回の安全衛生パトロー
ルの他、リスクアセスメントを推進し、安全衛生環境の整備に努めています。
「安全の日」には、消防署員の協力のもと、工場蒸留設備にて火災が発生した
想定で、消火器および消火シートによる初期消火から救護、消防署への通報、
消火栓・可搬式ポンプの取り扱い、危険物退避、避難までの一連の訓練を実
施しました。訓練後は消防署員から講評をいただき、指摘事項の改善や、さら
なる被害を想定した災害対策に取り組んでいます。

　高砂ケミカルでは、事故災害ゼロを目指す「０災」を掲げた
取り組みを実施しています。新規技術や新規設備の導入時には、
リスクアセスメントとしてHAZOP（Hazard And Operability 
Study）を複数回行っています。また、工場内の危険場所や危
険作業をなくすため、安全管理部と連携して月1回の安全監査
を実施するとともに、BCP（事業継続計画）として自家発電機
を導入しました。「安全の日」は安全監査における指摘事項の報
告、グラウンドでの消火訓練などを実施し、翌5月には掛川市
水防訓練の一環として水難者救助訓練を行いました。

　磐田工場では、年1回の総合的な防災訓練の他、危機管理
対策委員会を組織し、災害対策やBCP（事業継続計画）を継
続・強化しています。「安全の日」には、消防署員の指導のもと、
高砂珈琲磐田工場の従業員と煙体験および水消火器の取り扱
い訓練を実施しました。人体に無害な煙を充満させたテント内
での避難訓練からは、「予想以上に視界が悪かった」「有毒な
煙だったらと考えるとおそろしい」といった感想があがりました。
また、外部コンサルタントの溝呂木顧問とともに、安全対策委
員会、爆発事故防止委員会が工場内の安全点検を行いました。

　昨年の火災事故を決して忘れないために、また、
新入社員・従業員への教育や周知を徹底できるように、
鹿島工場では“A_Z410（エーズィフォーテン）”とい
う安全標語を掲げ、安全意識を深く浸透させています。
　A_Zはアルファベットの始まりから終わりまで、つ
まり“すべて”という意味と、安全（ANZEN）のアルファ
ベットの頭文字を兼ねています。すなわち、高砂香料
グループのすべてに優先されるものが安全であり、そ
してその原点が 4月10日です。この「安全の日」には、
全従業員で毎年事故を振り返り、再発防止を考えます。
絶対に風化させません。

　近年、化学プラントでの重大な爆発火災事故が相
次ぎ、「リスクアセスメント、リスク低減措置が適切に
実施されていない」といった背景が一因として考えら
れます。
　磐田工場ではこれまで、課長会メンバーで構成する
「危機管理対策委員会」のもと、「爆発事故防止委員
会」「安全対策委員会」「HAZOP委員会」を立ち上げ、
安全・環境対策に取り組んできました。今後も安全管
理部、安全統括部とともにさらなる安全点検の強化、
リスクアセスメントの結果を踏まえた教育訓練、緊急
時の対応、知識・技能の向上などにより現場力を高め、
「安全はすべてに優先する」という理念のもと、「安全・
安心」な化学プラントを目指していきます。

消火シートを使った消火訓練を実施 粉砕機や喫煙所からの火災を想定した消火訓練

消火から救護、避難までの一連の訓練を実施

ヘリコプターによる水難者救助訓練を実施

煙が充満する場所からの避難訓練

“A_Z410”という安全標語を掲げ
全従業員で事故の防止に取り組みます

「安全はすべてに優先する」の理念のもと
現場力を高め、安全・安心を追求します

鹿島工場（茨城県） 高砂スパイス 秦野工場（神奈川県）

高砂フードプロダクツ（静岡県）

高砂ケミカル 掛川工場（静岡県）

磐田工場（静岡県）

高砂香料工業
鹿島工場　工場長

金子 信忠

高砂香料工業
磐田工場　工場長

濱中 秀弘

煙を充満させたテン
ト内を通る疑似体験

消火シートを用いた
窒息消火法

隣接した喫煙所からの火災を想定した消火訓練

救急車両への搬送や、担架を使用した場合の救
護訓練などを実施

工場のグラウンドをヘリポートとし、ヘリコプターによる水難者救助訓
練を実施

VOICE

VOICE
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　配送センターでは、従業員を対象にフォークリフトや高所作業における安全
教育を年1回実施しています。
　「安全の日」は、配送センターの業務に滞りのないよう、休憩時間などを利
用して2班にわかれ、火災事故の映像と社長説示を視聴しました。また、火
災3要素についての講習を実施し、「燃えるもの」「着火源」「酸素」など火災
につながる3要素を確認するとともに、センター内における着火源の排除を徹
底しています。

　高砂珈琲鹿島工場ではこれまで、安全対策の一環として工場内での無災記
録の掲示や、安全旗の掲揚、朝礼における安全唱和などを実施し、従業員の
安全意識の醸成に注力してきました。
　「安全の日」は、消火栓にホースをつないでの放水訓練やLPG（液化石油ガス）
の緊急遮断弁、緊急冷却装置の動作確認、事務棟からの避難はしごの設置訓
練、部署ごとに消火器の確認などを実施しました。その後、鹿島工場と合同で、
消火器および消火シートによる消火訓練に参加しました。

　各研究所では、毎月安全ミーティングを実施しており、環境
労働安全月間の目標に基づいて研究開発本部が設定した重点
チェック事項について取り組んでいます。「安全の日」には、リ
スクアセスメントの進捗の報告、実施一覧表に沿った安全作
業の検討などを行いました。同時に、整理整頓の再確認の他、
毒劇物の管理や培養装置による巻き込み防止対策など、部門
別に月1回の安全ミーティングを実施しました。安全の日をきっ
かけに、アロマケミカル研究所内に整理整頓を徹底するための
5S委員を発足させ、日常的な活動として推進しています。

　年3回の職場内の環境測定、年1回の協力会社によ
る環境測定に取り組んでいる高砂珈琲磐田工場では、
職場パトロールを適宜実施し、労働災害の発生防止に
努めています。「安全の日」は磐田工場と合同で、無害
な煙が充満したテント内を潜り抜ける煙体験、水消火器
を使った消火訓練を行いました。また、部署ごとに避難
経路の確認および避難訓練を実施しました。4月28日
には、地震を疑似体験できる起震車の体験および実火
炎による消火訓練を行い、防火対策委員をはじめ磐田
工場より90名、高砂珈琲磐田工場より10名の従業員
が参加しました。

　平塚工場の火災事故を受け、本社では第三者機関を交えた
事故再発防止委員会による原因究明や恒久的な再発防止策の
策定を推進するだけでなく、安全管理体制の見直しも行い、安
全統括本部ならびに安全管理部を設置しました。「安全の日」
の前日には、安全確認システムを使った予告なしの安否確認訓
練を実施し、安全の日当日の朝の時点で連絡対象者815名中
635名、78％の従業員より回答がありました。訓練ではメール
での安否確認でしたが、有事の際にはメール・電話を用いる計
画です。また、火災事故の映像を計12回上映し、計311名が
視聴しました。

　南海果工では、安全衛生委員会が月1回のパトロールや報告会を実施し、
工場内の保安活動を推進しています。また、本社の安全管理部と情報を共有
し連携を図るとともに、EHS監査への対応、5S・カイゼン活動などを通じて
工場全体で安全意識を高めています。「安全の日」は、食堂からの避難訓練、
水消火器の消火訓練、屋外消火栓からの放水訓練などを行い、水漏れを確認
した消火用ホースは交換しました。その後、消防署員から、火傷や骨折などの
怪我人の応急手当や、棒と毛布による応急担架の作り方などを指導いただきま
した。

火災事故の振り返りを実施放水訓練、避難はしごの設置訓練を実施

リスクアセスメントのフォローアップを実施
防火対策委員らが起震車を体験

安否確認システム訓練を実施

応急手当や応急担架などの救助訓練を実施

安否確認訓練の開始から10分ごとの回答人数。1時間以内に約
400名の従業員から回答有り

配送センター（神奈川県）高砂珈琲 鹿島工場（茨城県）

研究開発本部（神奈川県）高砂珈琲 磐田工場（静岡県）

高砂香料工業 本社

南海果工（和歌山県）

事務棟の3階から避難はしごを下ろす訓練 2回にわけて、23名の従業員が「安全の日」の活
動に参加

ミーティングでは、安全点検の指摘事項に関する対策についても
検討起震車では、阪神・淡路大震災や東海地震を想定した最大

震度 7の揺れを体験

応急担架の作り方や使い方のレクチャーを受ける
従業員
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CSR推進のための組織

　高砂香料グループでは、CSRビジョンを実現するため、
EHS担当役員と日本・アジア-パシフィック・EMEA・
米州の４極のEHS管理統括責任者から構成される「グ
ループEHS委員会」を設置しています。「グループEHS
委員会」では、CSRにかかわる方針や戦略、活動内容
を議論・決定し、持続可能な社会の実現に向けたCSR
活動をグローバルに展開していきます。またさらに、国
内外すべての生産拠点にサイトEHSマネジャーを配置
し、グループ内での環境・衛生および健康・安全面の活
動の実践と強化を図っています。

サイトEHSマネジャーとして、持続可能な社会の実現のため、
CSR活動に取り組んでいます。

　STUのEHSマネジャーであることは大きな名誉で
あると同時に、大きな責任を伴うことを意味します。 
周知のとおり中国は、経済戦略の再構築を進めている
真最中であり、持続可能性はすべての産業にとって重
要なキーワードです。一方で高砂にとっては、持続可
能性は創業から90年以上にわたって一貫して経営の
基盤でありました。
　グループの目標を達成するために、私たちは水、電
力、燃料、その他の資源の消費量を削減するために必
要なあらゆる方策を取りつつ、同時にさらに効果的な
方策を評価して実施していきます。
　私たちが事業とともに前進するために、私たちはよ
りクリーンな生産とより緑の多い環境を実現すべく、
社会的責任を果たしていく重要性を今後も重視してい
く所存です。

　TAKUSの「企業の安全性・健康・環境担当マネ
ジャー」としての私の使命は、常にEHSのベスト・
プラクティスを高砂経営のすべての要素に完全に
取り入れることです。EHSの分野で達成された事
項が当社の基盤になっているとお客様や従業員が
認めるようになって初めて、EHSの持続可能性が
達成されると私は心から信じています。
　私の一番の職務は、高砂の従業員が当社のクライ
アントや一般の方々に、我々が積極的に安全な職
場作りに精進し、環境保全のリーダーとして努力
していることを証明できるよう、導いていくことで
す。私はEHSの法規制遵守リーダー、ISO14001
およびOHSAS18001 の地域コーディネータ、お
よび損失管理マネジメントチームの一員として、
自分が使命を全うするための数多くの機会に恵ま
れていると考えています。

Being EHS manager for STU, it means both 
great honor and tremendous responsibility. 
As is known to all, China is experiencing strate-
gic restructuring of its economy, sustainability is 
the key word for all industry. Meanwhile, sustain-
ability is fundamental foundation of Takasago 
since its founding more than 90 years ago.
In order to ful!ll group objective, we will take all 
necessary steps to reduce the consumption of 
water, electricity, fuel and other resources while 
evaluating and implementing more efficient alter-
natives.
As we move forward with our business, we will 
emphasize our social responsibility continuously 
with our cleaner production and greener environ-
ment.

It is my mission as TAKUS’ “Manager, Corporate 
Safety, Health and Environmental” to fully integrate 
EHS best practices into all elements of Takasago 
operations, at all times. I sincerely believe when 
EHS achievements are readily observed by cus-
tomers and employees as part of our company’s 
fabric, EHS sustainability will be accomplished.
My primary function is to lead Takasago employees 
in demonstrating to our clients and the public; we 
proactively strive to create an injury-free workplace 
and to be an environmental leader. I have plenty 
of opportunities to do this as EHS regulatory com-
pliance leader, ISO 14001 and OHSAS 18001 
Regional Coordinator for Takasago Americas and 
being a member of TAKUS’ Loss Control Manage-
ment Team.

Yan HongMei
Shanghai Takasago-Union 
Fragrances & Flavors 
Co., Ltd.

Curtis Crumholt
Takasago International 

Corp. (U.S.A.)

CSRマネジメント
高砂香料グループは、「技術立脚の精神に則り社会に貢献する」
を企業理念に、コーポレート・ガバナンスおよび
コンプライアンス体制の強化などを通じて
透明性の高い誠実なCSR経営を目指していきます。

CSR Management

CSRビジョン

　高砂香料グループは、地球環境に配慮し、社会に信
頼される企業を目指して、未来を見据えた事業活動の推
進を通じてより良い社会づくりに貢献していきます。
　また、社会の公器として、企業活動の経済面、環境面、
社会面という三つの側面でバランスの取れた経営を推進
していきます。具体的には、産業廃棄物の削減やエネル
ギー効率の見直しなどで環境負荷を低減し、生物由来
の原材料の保全に努めるとともに、多様な人材を活用す
るダイバーシティ・マネジメントなどに積極的に取り組ん
でいます。

Voice

STU 中国（上海）

TAKUS アメリカ 

■ CSRビジョンの主な考え方 ■ 世界4極EHS管理統括体制図

※1  EMEA:ヨーロッパ、中東およびアフリカ　（Europe,the Middle East,and Africa）
※2  アジア-パシフィック：アジア太平洋地域（Asia Pacific）
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Fernando Martinez
Takasago International 
Chemicals (Europe) S.A.

BeeYian Tan
Takasago International 
(Singapore) Pte. Ltd.

　TICSAの EHSマネジャーとして、安全な生産工
場を実現し、その結果として高砂の従業員に安全
な職場を提供するためには、予防的な措置が鍵で
あると考えています。この原則に基づき、2010 年
および 2011年には当社のあらゆる事故を詳細に調
査・検討するための社内手順を作成しました。この
手順は新たな事故を防止するための対策を最も重
視しています。これにより2010年以降に100件以
上の事故を分析し、250 件以上の是正措置を実施
しました。この大きな努力が 2012年および 2013
年には実を結び、この２年間は事故が「0」（ゼロ）
となっています。

　私たち、そして次世代の人々 が直面する地球温暖
化問題を背景に、環境の保全と保護という言葉を私
たちは毎日、頻繁に耳にしています。TISのEHSマネ
ジャーである私は、炭素排出量の削減、水と電力の
使用量削減、廃棄物の最小化、リサイクル活動といっ
た、環境に配慮した方策を当社のスタッフに浸透さ
せるための活動に着手することを喜ばしく思っていま
す。また当社は毎日の真摯な取り組みにより、法で
求められる基準を満たすだけでなく時にはそれ以上
の高いレベルを達成するために、従業員の環境に対
する意識を高め、彼らに進んで活動に参加してもらう
ことを目標としています。こうした取り組みによって、
私たちはこの地域だけでなく世界中の人々 にとって、
より良い環境の実現に貢献できると考えています。

　中国の経済成長が減速したと言われま
すが、それでも７％以上の成長率を維持し
ています。その高度経済成長の中で、環
境汚染の広がりが大きな問題になるとと
もに、身近な問題となっています。特に
PM2.5等による大気汚染や、重金属等によ
る河川や地下水の汚染が大都市に限らず、
工業地帯と無関係なような田舎にまで拡散
しています。中国国内において、環境汚染
の法律は改正により厳しいものに整備され
ていますが、まだまだ目先の利益にとらわ
れ、守られていない企業が多いようです。
　TIGとしては、排水処理場の管理や工
場の臭いの拡散に対応した生産体制を築
いています。排水処理場においては、バッ
チ槽に蓋をすることで臭いの拡散を防止す
ることや、放流水の値がリアルタイムで行
政に届くようなシステムとなっています。ま
た、2014年よりオーラルケア製品や、油
性調合品の製品が加わったため、活性炭
による脱臭装置を4台設置いたしました。
　省エネ対策として、2年をかけTIGのす
べての電球をLED電球に交換し、照明の
電気量を58％削減できました。また、蒸
気の熱源はLPGから2013年７月にLNG
へ交換し、CO2の発生を削減いたしました。
また、抽出残渣に関しては、回収業者と
契約し肥料としての有効利用や、使い捨て
カイロの原料としても使用されています。
　今後も環境汚染防止に限定せず資源
の有効活用にも取り組み、一歩一歩前進
することで従業員の意識の向上を目指し、
少しでも社会に貢献できることを願って
います。

As TICSA EHS Manager, I really believe that preven-
tive actions are the key to guarantee a Safe Produc-
tion Plant and, consequently, a safe workplace for 
all Takasago employees. Based on that principle, in 
2010 / 11 we developed an internal proceeding to 
study on detail every incident or accident we had, fo-
cusing our efforts in the execution of counteractions 
to prevent new incidents / accidents. From 2010 we 
analyzed more than 100 mishaps, taking over than 
250 corrective actions. This great effort had a good 
result in 2012 & 2013 because we have been “0” ac-
cident company during these two years.

In view of Global Warming concerns faced by our and 
future generations, environment conservation and 
protection are buzzwords we hear every day. As EHS 
manager for Takasago (Singapore), I am excited to 
embark on this journey to implement environmental 
friendly practices such as carbon emission reduction, 
water and electricity conservation, waste minimiza-
tion and recycling efforts to our staff. We also aim to 
promote environmental awareness and engagement 
among employees and achieve regulatory compli-
ance that meets or exceeds requirements through 
daily commitment. Through these practises, we can 
contribute to the realization to a more pleasant envi-
ronment for everyone on both local and global scale.

The growth of the Chinese economy is said to have deceler-
ated.  Yet, the Chinese economy is still maintaining a growth rate 
of more than 7%.  Amidst this high economic growth, spreading 
of environmental pollution has become a major issue that is 
familiar to the daily lives of the people.  Air pollution by PM2.5 
(particulate matter less than 2.5 micrometer in diameter) and 
other pollutants, as well as contamination of rivers and ground-
water caused by heavy metals and other elements, especially 
are spreading from large cities to even outlaying areas that 
seem to be irrelevant to industrial zones.  In China, laws on 
environmental pollution have become stricter through a series 
of amendments of them.  However, it seems that there are still 
many enterprises that do not comply with the laws being dis-
tracted by the prospect of immediate pro!t.
TIG has built a production system that is well suited to the ef-
fective management of wastewater treatment facilities and to 
diffusion of factory odors.  At the wastewater treatment facility, 
the system prevents transmits "ow rates of effluents to the lo-
cal government in real time.  Beginning 2014, four deodorizing 
systems that use activated carbon have been installed after the 
addition of oral-care products and oiliness compound products 
to the product lineup.
In the area of energy saving measures, all light bulbs at TIG were 
replaced by LED light bulbs in the past two years, reducing the 
quantity of electricity for illumination by 58%.  The heat source for 
steam was changed from LPG to LNG in July 2013, contributing 
to a reduction of CO2 emissions.  Extracted residues are now 
used for effective utilization as a fertilizer and as a raw material 
for the manufacture of disposable chemical body warmers after 
entering into a contract with a waste disposal company.
We will continue to effectively utilize resources also without 
limiting our activities to the prevention of environmental pol-
lution, aiming to further enhance employee awareness and 
to make a contribution to society however small, by moving 
forward step by step.

TICSA スペイン

TIS シンガポール

　EHSマネジャーの基本的な責任は、環境の
保護および従業員の健康と安全性の保護におい
て、現場の活動を推進することです。これはすべ
てのレベルの従業員と話し合う組織内での内部コ
ミュニケーション、および公的機関や地域住民の
方々、そして関連企業とも話し合う外的コミュニ
ケーションを通して有効となるプロセスです。 
　そしてこの話し合いは、地域の関連する法律に
ついての広範な知識に基づいて行われる必要があ
ります。法律の条項をまとめたインデックスの作
成および更新、定期的な「法律準拠監査」の実
施により、この件に関して理想的な基盤が提供さ
れ、法を遵守した工場運営が保証されます。

The fundamental responsibilities of the EHS manager 
consist in promoting the site’s efforts in the protection 
of the environment, the protection of health and safety. 
This is an internal process effected through consulta-
tion with colleagues of all hierarchical levels as well as 
through both internal communication within the group 
and external communication with public authorities and 
local residents. 
This consultation must be based on comprehensive 
knowledge of all relevant legal requirements for the loca-
tion. The creation and updating of an index of legal pro-
visions as well as the implementation of regular Legal 
Compliance Audits provides an ideal basis for this and 
ensures plant operation in conformity with the law.

Dr. Christine 
Schenk

Takasago Europe 
G.m.b.H.

TEG ドイツ

TIG 中国（広州）

大澤長男
Takasago International 
(Guangzhou) Co., Ltd.

Luciano 
Brunherotto
Takasago Fragrâncias E 
Aromas Ltda.

　私たちのEHSにおける使命は、ヴィニェードに
フレーバーおよびフレグランスの事業所が開業さ
れて以来、ブラジルにおける高砂香料グループの事
業の急速かつ持続可能性の要件を満たした成長を
支援することです。私たちは、自身で開発して実
施している廃棄物管理計画を調整し、ISO14001、
ISO9001およびFSSC22000認証を称賛とともに取
得することにより、環境面では高い成熟レベルを
達成しています。次のステップは、事故を防ぐた
めの安全性重視の社風を生み出し、従業員の生活
の質を高め、強固な事業継続計画を立てることで
す。その他に関連する目標としては、当社の教育
および社会的責任の活動を通じて、地域のコミュニ
ティとより強固な関係を築くことです。

Our EHS mission is supporting accelerated and sus-
tainable growth of the Takasago business in Brazil 
since the opening our affiliate of Flavors and Fragranc-
es in Vinhedo. We adjust our processes, implemented 
the Waste Management Plan and achieve with praise 
ISO14001, ISO9001 and FSSC22000 certification, 
thus reaching a high level of maturity in the Environ-
mental pillar. We believe that next step will be creating 
a strong culture of Security to prevent accidents, en-
sure the employees quality of life and built robust Busi-
ness Continuity Plan. Another relevant aspect is the 
extension of our relationship with the local community 
through Educational and Social Responsibility actions.

TBR ブラジル

CSRマネジメント
CSR Management
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コンプライアンス体制   

　高砂香料グループでは、コンプライアンスを経営上の
重要な課題と認識し、公正・適切な企業活動の展開や
コーポレート・ガバナンスを充実させていく中で、体制の
継続的な改善を図っています。企業憲章および行動規範
で法令や社会規範の遵守を挙げるとともに、内部通報
制度「明日への窓」を開設し、コンプライアンスに関連
する制度や諸規程を整備しています。
　また、監査部においては、業務監査を2013年12月
に設置された安全統括本部で環境保全や労働安全衛生、
保安防災に関する監査を実施しています。定期的にグルー
プ内でのEHS監査、グローバル統合認証ISO14001の
内部監査を実施し、2013年度は国内拠点4カ所および
海外拠点5カ所で監査法人SGSによるサンプリング審
査を行い、重大な法規則の違反などはありませんでした。

コンプライアンス委員会
　取締役社長を委員長とする「コンプライアンス委員会」
を設け、重要事項を審議・立案・推進し、コンプライア
ンス体制の確立・遵法精神の徹底を図っています。

内部通報制度
　高砂香料工業では、従業員（出向者を含む）、パート
従業員、関連会社の従業者など、当社の業務に従事する
すべての者が利用できる相談窓口「明日への窓」を開設
しています。職制や個人での解決が困難なコンプライア
ンスに関するさまざまな問題について、内部通報制度を
通して倫理や法令の遵守を推進するよう努めています。

BCP（事業継続計画）の強化

　大規模災害や緊急事態などの発生リスクに備え、高砂
香料グループではBCP（事業継続計画）の策定および対
策に取り組んでいます。

東日本大震災・火災事故対応からの教訓
　災害時における安定的な供給確保のため、特に初動か
ら事業を継続していくための方針・行動計画について策
定を進めています。国内外の製造体制を最適化し、信頼
される商品の継続的な供給に努め、社会的責任を果た
します。

危機管理本部
　平時より本社に「危機管理本部」を設置し、事業継続
を妨げるあらゆる潜在リスクの発生に備えた危機管理計
画書を策定しています。緊急時の影響を最小限にとどめ、
早期に危機管理の目的を達成できる体制構築を推進して
います。

コーポレート・ガバナンス

　ステークホルダーの皆様から信頼され、評価される
経営を目指す高砂香料グループは、経営判断の適正性、
経営のチェック機能および情報開示による経営の透明
性を高めることに努め、コーポレート・ガバナンスの充
実を図っています。
　取締役会では「内部統制に関する基本方針」を定め、
取締役による経営判断の効率化と業務執行の迅速性を
確保するため、執行役員制を導入し、取締役会の企業
統治機能と執行役員による業務執行の分化を図ってい
ます。

■ コーポレート・ガバナンス体制図

内部統制委員会

　業務監査を行う監査部を事務局とする「内部統制委
員会」を設置し、内部統制の推進・実施および評価報
告制度への対応などに取り組んでいます。

CSRマネジメント
CSR Management

事例をもとにコンプ
ライアンスを説明し
た社内報

■ 危機管理体制図
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高砂香料グループのEHS100（中長期計画） の取り組み 「EHS100（中長期計画）」はEHS宣言を達成していくための中長期計画で、
創立100周年にあたる2020年度までを3ヵ年ごと4期に区分して、取り組んでいます。
本計画は毎年見直しを行い、その内容を4月末に更新します。
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津波避難タワーの完成
　高砂フードプロダクツで
は、東日本大震災の教訓
から津波避難タワーの建
設に取り組み、2014 年3
月に完成しました。このタ
ワーは静岡県の地震・津波
被害想定などを考慮し、高
さ20m、収容人数約130
人で、太陽光発電の照明
器具が取り付けられていま
す。万一の津波発生時に
は、従業員や周辺の住民
の皆様の避難所になるよう
努めていきます。

平塚市「大人の社会見学」が
高砂香料・平塚研究所で開催
　市民講座「大人の社会見学 seasonⅡ～魅せます！メイ
ド・イン・ジャパン～」が平塚研究所にて開催され、60
代～70代の方を中心に平塚市民27名が参加されました。
試作試飲を用いて講義を行ったり、香料の役割を体験し
ていただいた後、研究所内を見学しました。普段接するこ
との少ない香料の世界と「高砂香料」に興味と親しみを
感じていただけるイベントとなりました。

地域コミュニケーションと社会貢献活動
高砂香料グループは、地域の方 と々良好なコミュニケーショ
ンを図りながら、ボランティア活動や地域交流などに積極
的に参加し、豊かな地域社会の構築に寄与していきます。

ブラジルで植樹祭を開催
　高砂香料グループのTakasago Fragrâncias E Aromas 
Ltda. (TBR) は、「Itacolomi」というNGOを経由して、30
本の在来種を植樹しました。植樹の後、学生の皆さんに環
境保護に関すること、高砂香料グループがEHS関連で実
施した効果についての講義を受けていただき、環境保護に
ついて次世代に伝える良い機会となりました。

チャリティマラソンに参加
　Takasago International Corp. (U.S.A.)は、米ニュー
ジャージー州で開催されたClassic5K（クラッシック5キ
ロマラソン）に参加しました。このマラソンは、DV被
害者の保護と自立促進を通じてDVの防止を目指す団体
「Jersey Battered Women’s Service Inc.」への支援を目
的とするチャリティ･イベントです。

環境省主催のコンテストに協力
　「香り」のある豊かな環境の創出を促すために設けられ
た、環境省主催「みどり香るまちづくり」企画コンテストに
高砂香料工業が協力しました。この企画コンテストで受賞
された企業・団体の皆さん25名が、イベントの一環で高砂
香料コレクションを見学し、当日は香りの魅力や歴史につ
いての講座も行い、より良い環境創出の一助となりました。

小学校の夏期講座「コーラの香りを作ろう！」に協力
　平塚市立八幡小学校の夏期講座において、高砂香料工
業の科学教室「コーラの香りを作ろう！」を開催しました。
地元にある企業について子どもたちに理解してほしいという
地域の方々のご提案により、3年生から6年生の子どもた
ちが41名参加しました。当社は、こうした学校支援などを
通して、社会や文化への貢献に積極的に取り組んでいきます。

 ■ 地域とのかかわり Column
青森市立西中学校が企業訪問で高砂へ
　2014 年5月、青森市立西中学校３年の生徒６名が高
砂香料工業本社に来訪しました。これは毎年受け入れて
いる、中学生の企業訪問学習の一環です。フレグランス
マーケティング部の飯沼香が “香りと香料”について説
明し、広報室の南ゆかが高砂香料工業と企業活動につい
て説明しました。実際に、香料の使われている製品（香水、
シャンプー、ボディシャンプー）と、天然香料、合成香料
の香りをかいだり、香りの歴史や香料会社での香りの開
発について学びました。講義の後、コレクションギャラリー
に展示してある天然香料や香水瓶を鑑賞しました。

社会性報告
高砂香料グループは、「社会の一員としてより良い社会を目指して、
積極的に社会貢献活動に参加する」ことを企業憲章に掲げ、
地域と共生しながら社会に貢献する取り組みを推進しています。

Social Report

　夏期講座での説明・体験は大変充実して
おり、子どもたちは楽しみながら貴重な経験
ができたと感謝しております。施設内の見学
もさせていただけた事で、子どもたちから『高
砂香料』という会社について、「こんな仕事
をしている会社なんだ」「香りを作る職業が
あるなんて知らなかった」などの感想があり、
社会見学・職業体験の機会にもなったよう
です。子どもたちにはより多くの将来につな
がる経験をさせてやりたいと考えております
ので、今後も是非、このような体験の機会
を設けて頂けたらと思います。

平塚市立八幡小学校
保護者代表

原田 慎司さん

COMMENT

海外での取り組み

国内での取り組み

完成した津波避難タワー

総勢138 名が参加し、全員完走を達成

コレクションを見学する受賞者の皆さん

30本の植樹を実施

「香りと香料」「高砂香料工業と企
業活動」を説明した後、コレクショ
ンギャラリーを鑑賞

当社開発推進部の西澤陽一郎の講座をきく平塚市民の皆さん

上：子どもたちにわかりやすく説明するフ
レーバー研究所の平野智之
右上：コーラづくりに挑戦
右下：グレープフレーバーの作り方を見学
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従業員の知識向上やスキルアップ、資格取得のサポートと
なる多くの講座を設定、自らが積極的に学べる機会を提
供しています。

人権尊重と差別の排除

　高砂香料グループでは、国籍や性別、信条、社会的
身分の他、障がい者差別、外国人差別などのあらゆる
差別を決して許しません。中長期計画「EHS100」の「基
本的人権の尊重」にて、児童労働、個人の尊重、障がい
者雇用、取引先の判断への対応を明確にするとともに、
具体的な活動として以下の取り組みを進めています。

ダイバーシティの推進

　多様な人材が特性や個性をいかし、一人ひとりがいき
いきと働くことができる職場環境づくりに取り組んでいま
す。女性管理職や外国人比率を増やしていくとともに、
冊子・ウェブサイトによる啓発活動、勉強会などを実施
していきます。

［ 従業員 ］
「従業員のゆとりと豊かさを実現するために、一人ひとり
の従業員を大切にし、安全で働きやすい職場環境をつ
くる」ことを企業憲章に掲げ、働きやすい職場づくりや、
従業員の安全と健康増進に努めています。

安定的な雇用を推進

　高砂香料グループでは、ダイバーシティを尊重すると
ともに人材の育成に取り組み、安定的な雇用の創出を目
指しています。

雇用の状況
　採用は人物本位で不透明なビジネスモデルに果敢に挑
戦する人材を求め、現地主導のグローバルな採用活動に
も積極的に取り組んでいます。また、経験や能力を発揮
できる再雇用制度や、雇用の場の創出と定着を図る障が
い者雇用制度を進めています。

キャリア開発支援

　個人の多様な欲求は価値観の充足を実現するため、高
砂香料グループでは積極的に人材育成に取り組み、働き
がいのある職場づくりを推進しています。

通信教育制度の実施
　自己啓発制度の一環として、通信教育を実施しています。
語学をはじめ、財務分析や環境対応、マネジメントなど、

ワークライフバランスへの配慮

　仕事と生活の充実を目指し、高砂香料グループでは
ワークライフバランスの実現に取り組んでいます。時間
外労働の削減などにより労働時間の適正化を図るととも
に、業務改善による効率の向上や、年次有給休暇の取
得率の向上、リフレッシュ休暇やボランティア休暇によ
る仕事と育児・介護の両立への支援を推進しています。
　また、本社では、毎月第3水曜日を「ノー残業デー」
とし、継続的に運用しています。2013年度の有給休暇
取得率は64.8％※でした。
※1人当たり年休取得数／1人当たり年休発生数

従業員満足度調査

　理想の企業風土や職場環境に近づけるため、高砂香
料工業では全従業員を対象に、自己申告による従業員
満足度（ES）調査を実施しています。この調査では希望
者には面接を実施し、調査で判明した課題は改善に努
め、さらに働きやすい職場を目指していきます。

企業風土・意識調査を実施

　2013年10月に、国内の全従業員（子会社を含む）を
対象に、高砂香料グループの企業風土について意識調査
を実施しました。ウェブサイトまたは質問用紙によるアン
ケート調査で、95%の回答率でした。回答内容は報告書
としてまとめ、社内ポータル上で公開しました。今後も回
答内容を踏まえ、さまざまな形でより良い職場環境づくり
にいかしていきたいと思います。

社会性報告
Social Report

 ■ 従業員とのかかわり

毎年、当社独自のパ
ンフレットを作成し、
全従業員に配布

2013年度報告（単体）

基本的人権の尊重

1

2

3

4

5

自己都合退職比率：0.6%　
定年退職者の再雇用率：85.7％（対希望者：100%）
障がい者雇用率：1.66%　
育児休業取得者復職率：100%　
時短勤務は小学3年終了まで1日1時間、
30分単位で取得可能
育児短時間勤務制度と併用すると5時間勤務が実現

● 16歳未満の労働禁止

● 人権教育の実施

● 障がい者雇用機会創出

● 高砂香料サプライヤー行動規範の取引先への配布

女性従業員比率＝女性社員数÷総社員数×１００
女性管理職比率＝女性管理職数÷総社員数×１００

　現在の職場である経営企画部には、2008
年から配属となりました。営業からの異動で、
当初は予算管理や中期経営計画策定といっ
た経営企画の業務には全く馴染みがなかっ
たのですが、職場の上司や先輩のご指導の
おかげで、日々新しい業務への挑戦を続け
られています。そんな中、2010年に第1子を、
2013年に第 2子を出産し育児休暇を取得し
ました。復職後も毎日1時間の育児短時間
勤務を活用しながら、同じ職場で業務にあ
たっています。出産前は、家事育児をしなが
らも働き続けられるのか不安でしたが、高砂
香料ではさまざまな部署でワーキングマザー
が活躍しているので、とにかく自分もやって
みようと思える環境がありました。
　実際に復職してみて、時間のやりくりや体
力的に厳しいと思う場面はありますが、2回
も育休を取得したにも関わらず変わらない職
場環境があり、さらに、新たな業務に携わる
チャンスを得ることもでき、大変やりがいを
感じています。子どもを通して経験したさま
ざまなことも業務に役立っていると感じます。
まったなしの子育てを経験したことで、限ら
れた時間の中で目の前の課題をどう解決す
るかを以前よりも意識するようになりました。
今後も育児と仕事の経験を相互に生かしてい
きたいと思います。

2度の復職を果たせたのは
子育てと仕事を両立できる職場環境のおかげです

Voice

働きやすい職場づくりを目指して

対象年度：2013 年度

高砂香料工業
経営企画部
秋元香織

■ 女性従業員比率と女性管理職比率
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ル事業」の4事業で構成されます。平塚にある研究開
発本部では、合成技術や分析技術、新事業につながる
基礎技術などの研究開発が進められ、高品質な製品は
もとより、社会全体の満足度を高める製品づくりの基盤
を支えています。

持続可能社会への貢献を目指した
アロマケミカルのコンセプトを紹介
　2014年6月、フランス、ドゥービルにてWPC（World 
Perfumery Congress）2014が開催されました。当社は
ネオジャポニズムをテーマに「Sakura Salicylate TM　」を
はじめとする5品のアロマケミカルを紹介しました。また
「SUSTAINABLE SCENT TM」という石油由来ではなく樹
液から採取したミルセンを使用した再生可能原料を出発
原料とするアロマケミカルの新コン
セプトについても発表しました。
　今後、ミルセンやバイオエタノー
ル等の再生可能原料を使用し、触
媒的不斉合成法、発酵やバイオ技
術を用いた環境へ負荷低減をも視
野にいれたアロマケミカル開発を
積極的に進めてまいります。

従業員の安全と健康

　高砂香料グループでは「5S・カイゼン活動」に取り組
んでいる他、事業所ごとに「安全衛生委員会」を設置し、
従業員の安全確保および心と体の健康を支援しています。
労働災害については「EHSガイドライン」を制定し、発
生防止に努めています。2013年度の労働災害発生件数
はグローバルグループ全体で43件、度数率6.6でした。
今後とも業務時における安全強化に努めていきます。

健康維持・増進を支援

　従業員の健康維持・増進のため、定期健康診断の他、
ポータルサイトでの情報発信などを行っています。メンタ
ルヘルス管理では、セルフチェックやラインケア、健康
管理担当者および専門家によるケアを推奨するとともに、
時間外労働が月50時間を超えた従業員には産業医との
面談を設けています。

従業員を守るための取り組み

　高砂香料工業では、月に1回、「高砂香料セーフティ
だより」を発行し、社内ポータルに掲載しています。社
員やその家族にも届けたい、病気や救急・災害対策をま
とめた内容になっています。
　また、2014年7月には、東京蒲田の本社勤務の女性
社員を対象に「女性のためのセキュリティ研修」を実施
しました。
　女性を対象とした犯罪が増
える季節を目前に、通勤時や
夜間に見知らぬ男性に身体を
触られたり腕を取られたりし
た時の対処方法を、蒲田警察
署の女性警官から学びました。

［ お客様 ］
飽くなき研究開発による高品質への追求、適正な情報開
示やグローバルなサプライヤーとのパートナーシップの
強化などに努め、信頼され続ける企業として成長していき
ます。

品質マネジメント

　高砂香料グループでは、「コーポレートQCポリシー」
を設定し、国内・海外関連会社が一貫した理念のもとに
お客様に満足いただける確かな品質をお届けすべく、日々
務めております。
　フレーバー製造にかかわる部門では、市場・顧客のニー
ズに応えるため、従来の品質マネジメントシステムに変
え、フードチェーンの一端を担う原料メーカーとして、よ
り安全・安心な商品を供給し続けるため、2010年10月
よりGFSIスキームへの移行を進めてきました。欧州・ア
ジア・米州と順次認証が進んでおり、2014年度にはす
べてのフレーバー拠点で食品安全の取り組みが強化され
ます。
　また、フレグランス・ファインケミカル・アロマケミカ
ル製造拠点では、従来からの品質マネジメントシステム
ISO9001:2008を継続的に運用しており、第三者認証を
有効に利用した取り組みを続けております。

研究開発

　研究開発は、高砂香料グループの技術立脚の精神を
支える事業活動の柱です。研究開発グループを通じて、
社会が求めるフレーバーやフレグランスを創出すること
で、カスタマーファーストを実現するとともに、社会全体
のクオリティ・オブ・ライフの向上を目指していきます。

4事業活動を通じてお客様に貢献
　高砂香料グループの事業は、「フレーバー事業」「フレ
グランス事業」「アロマケミカル事業」「ファインケミカ

社会性報告
Social Report

 ■ お客様とのかかわり

■ 労働災害集計

※度数率： 休業１日以上を要する災害発生件数 ÷ 延べ実労働時間数 × 1,000,000
　　　　　度数率は高砂香料グループの製造事業所および研究所全社員および派遣社員
　　　　　を含む（交通事故は除外する）。

　入社後４年間フレーバー営業職として東京本
社に勤務し、2014年 4月より弊社シンガポー
ルに赴任しております。今後も成長が見込まれ
るアジア市場に追随するための移転・拡張を
経て間もない新しい拠点であり、関係各部署
が結びつき高砂のブランド価値を向上させよう
とする意識を日本と同様に強く感じます。
　こちらでの仕事範囲は国内に留まらず東南
アジア、その周辺地域全土にかかわります。自
身が抱いていたイメージよりもはるかに国や地
域によって文化、市場状況、また人々の生活
や食に対する嗜好が異なり決して一括りで捉え
ることはできないということを知りました。常
に柔軟な視点で物事を見ることや、日々変貌
し市場に影響を与えうるニュースも含め、意識
的な情報収集を行うことで、視野を広げ、ま
た発信する力を身に付けられたらと思います。

　香料の歴史は、合成化学の進歩とともに安
価な石油化学原料が利用できるようになり、
20世紀に飛躍的に進歩しました。アロマケミ
カル研究所では、石油化学原料を主体にした
香料開発から、地球にやさしく持続利用が可
能な資源を用いたサステナブルなものづくりへ
のシフトを進めています。例えば再生可能な原
料を最大限活用し、触媒化学を中心としたグ
リーンケミストリーによる研究開発に取り組ん
でいます。
　さらには、自然界に秘められた力を引き出
すべく、微生物や酵素を活用したバイオケミス
トリーによる開発にも注力しています。これら
の技術を駆使し、基盤研究から製造まで一貫
して持続可能な社会の実現のための要求に応
えていきます。

サステナブルな調合香料素材開発への志
こころざし

Takasago International 
(Singapore) Pte. Ltd.

西澤 絵里
高砂香料工業
研究開発本部　
アロマケミカル
研究所
江村 誠

展示ブースの様子

女性らしい柔軟な視点と広い視野でキャリアアップ

Voice
Voice

女性のためのセキュリティ研修
の様子

■ 健康診断受診率（定期健康診断および人間ドック）　
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株主分布・配当金の報告
　高砂香料グループは、株主重視の経営を旨として、よ
り高水準の利益を確保できる経営体質を目指し、安定配
当の継続、ならびに業績水準を勘案した配当を実施する
ことを基本方針としています。
　2014 年3月期の配当につきましては、配当の基本的
な方針を踏まえ、中間配当は１株当たり４円、期末配当
は１株当たり４円を実施し、年間８円の配当としています。
内部留保金の使途につきましては、コア事業の拡大を目
指した生産設備、研究開発、情報関連等の投資に充当
するとともに、財務体質の強化に活用していきます。

［ 株主・投資家 ］
健全かつ透明性の高い企業経営による安定的な成長で、
株主の皆様に適切に利益を還元するとともに、国内外の
株主・投資家の皆様と良好なコミュニケーションを図って
いきます。

IR 活動の実施

　高砂香料グループでは、企業情報の適時･適切な開
示を行い、広く社会に対して透明性を高めることを企業
憲章に掲げ、積極的な情報開示に努めています。

IR説明会
　高砂香料グループでは、期末および第２四半期の決算
発表後、および中期経営計画の公表時に投資家・アナリ
スト向けに説明会を開催し、IR／広報室が窓口となり株
主や投資家とのコミュニケーションの充実を図っておりま
す。個人株主の皆様には「株主通信」を発送し、IRサイ
トにおいて、関連資料やプレスリリース等を公開しており、
高砂香料グループへの理解を深めていただけるようIR活
動の向上に努めていきます。

［ お取引先 ］
高砂香料グループの事業活動は、ステークホルダーであ
り事業のパートナーでもあるお取引先様に支えられてい
ます。これからも公平で良好な信頼関係を築き、お取引
先様とともに発展していきます。

サプライチェーンマネジメント

　高砂香料グループでは、サプライヤーとの強固で互恵
的な関係が重要であると考え、調達における透明性、公
平性を高めるためサプライチェーンのマネジメントを構築
しています。高品質で、安全・安心な製品を確実に継続
的に供給し続けるために、これからもサプライヤーと健
全なパートナーシップの構築を推進していきます。

調達における購買方針
　グローバルな調達を進める高砂香料グループでは、サ
プライヤーと対等で公正な関係を築くため、「コーポレー
ト購買ポリシー」および「コーポレート購買ガイドライン」
を制定しています。これらは、国内の購買部員をはじめ、
高砂グローバルの各拠点で購買業務に携わる全員に適
応されます。
　私たちは、世界の持続的な発展に貢献するため、実現
し得る最も経済的な価格で、安全・安心そして信頼でき
る原料を調達します。それらの原料は、当社、顧客、産
業界、品質、各国の法規制（それぞれの国の法律、安
全に関した法令、そしてその他の必要な条件）すべてを
満たすものです。

サプライヤーとのパートナーシップの構築

　高砂香料グループでは、顧客への安定した品質、継
続的な供給、および安心な製品を確実に供給し続けるた
め、サプライヤーとの良きパートナーシップの構築を推進
しております。各サプライヤーにはサステナビリティや企
業の社会的責任を重視する当社のサプライチェーンに関
する方針を理解いただき、有効な評価システムの運用等
を通して、信頼できるパートナーからの高品質な原料の
安定的かつ確実な調達体制を維持していきます。

■ 株式分布図

社会性報告
Social Report

 ■ お取引先とのかかわり  ■ 株主・投資家とのかかわり

● 品質・コスト・安定供給の3つの要素を追求します。

● 法令遵守を徹底し、人権の尊重、公正、公平な
　 取引、環境保全に配慮致します。　

● 地域文化を尊重し、高砂香料グループとサプラ
　 イヤーとのパートナーシップを築きます。

● 国際購買　● 公正な態度　

● 職務および権限　● 調達　

● 購買手順　● 品質要求事項

● サプライヤーとの関係管理（ＳＲＭ）

購買活動において以下のことを実施します。

所有者別構成比

■ コーポレート購買ポリシー

■ コーポレート購買ガイドライン

　高砂香料グループではフレグランス用主要
原料を中心に、グローバルでの購入数量をま
とめて購買の効率化を図り、また、BCPの観
点からは、購入先の複社化を進めています。
　そして、半年に一度、各拠点の購買担当者
が集まる国際購買会議を催し、入札品目の購
入割合の決定や、その時々の原料トピックス
を踏まえて問題点や課題を共有して解決策を
協議しています。
　また、サプライヤー訪問を定期的に行い、
サプライヤーとの関係強化を図り、品質の良
い原料を安定的に供給頂くための活動も行っ
ております。一方でグローバルでの品質標準
化の取り組みも継続的に進めており、拠点相
互に補完できる環境を整えております。

高砂香料工業
購買部　
北澤 陽

投資家への決算説明会の様子

グローバル購買活動・サプライヤーとの関係強化の推進

Voice
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環境ビジョン

　持続可能な社会の実現を目指す高砂香料グループで
は、「環境保護」「社会的責任」「経済的効率」をサステ
ナビリティに掲げ、グループ一丸となって環境負荷の低
減に取り組みます。

環境マネジメントシステム

　高砂香料グループはこれまで、生産事業所ごとに
ISO14001の認証を取得し、環境活動を展開してきまし

た。しかし、近年の世界的な環境規制の強化に対応すべ
く、「EHS100」のフェーズ I （2009～2011年度）では「国
内外生産拠点で ISO14001認証を取得」を目標に掲げ
て取り組み、2011年12月にグローバル生産拠点におけ
るISO14001統合認証（認証登録番号 : JP11/071135） 
を取得しました。また、南海果工株式会社は、2014年
12月追加認証の見込みです。
　国内外に広がるサプライチェーンに即した環境マネジ
メントシステムの構築により、企業グループとしてのガバ
ナンスの強化を実現するとともに、より効率的で実現性
の高い環境活動を推進していきます。

温暖化対策の推進

　高砂香料グループでは、温室効果ガスを削減し、地
球温暖化の防止に貢献すべく、事業活動に伴うCO2排出
量の削減を推進しています。再生可能エネルギーによる
電力購入を積極的に推進した結果、枯渇エネルギー由来
の電力量が大幅に削減され、専業活動におけるCO2排出
量削減につながりました。

環境報告
高砂香料グループは、「地球環境に配慮し、地域社会を大切にした、
世界の人々 から共感を得られる企業を目指す」を経営基本方針に掲げ、
事業を通じて環境への負荷を低減することに努めています。

Environmental Report

産業廃棄物の再資源化

　廃棄物に関する考え方や規制は、国や地域により大き
く異なります。未だ、分別収集およびゴミ分別がなされ
ていない事業所があります。しかし、廃棄物の処理で一
番費用がかかるのは物流であり、分別を進めるほど物流
費がかかる、CO2を排出する、という面もあり分別の細
分化が最良とは言えません。高砂香料グループでは、グ
ループ全体で年間発生量の4.6%が最終的に埋立処理
されていますが、マニフェスト制度が整っていない地域
もあり、外部委託先の廃棄物の処理情報が不明確な場
合もあります。今後は各事業所の委託業者に処理内容の
開示を求め、より精度の高いデータを収集します。

Scope3の算出
　2012 年度から“Corporate Value Chain (Scope 3) 
Accounting and Reporting Standard”に基づき、サプ
ライチェーンの温室効果ガス排出量 Scope3の算出を開
始しました。
　2013年度では、温室効果ガス排出量に占める Scope3 
の割合が 96.5%と非常に大きいことが分かりました。
Scope3の中でcat4の排出量が多く、輸送手段の転換を
図り削減活動に取り組んでいきます。今後も、算定範囲
の拡大と算定値の精度の向上を目指していきます。

ハイブリッド車
　グローバルグループの社用車（営業車）において、ハイ
ブリッド車の導入を積極的に進めています。2013年度、
ハイブリッド車比率は16%となりました。
環境低負荷型フォークリフト
　グローバルグル－プの全生産拠点において、環境負
荷の低いバッテリー式フォークリフトへの代替を進めて
います。2013年度、バッテリー式フォークリフト比率は
83% となりました。※ 高砂香料グループを対象

対象範囲：高砂香料グループ　（－）は算定方法検討中または対象外

※ 高砂香料グループを対象

■ ISO14001登録範囲状況

■ 消費電力量とCO2排出量の推移

■ 環境低負荷型車両導入の推移

■ Scope3 各カテゴリの排出量

■ 埋立処分量
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化学物質の管理・排出削減

　高砂香料グループでは、化学物質の適正管理および
法規制への対応を強化し、使用量の削減を推進してい
ます。また、事業活動で使用している化学物質の情報を
「T-ReCS」に集計し、管理することで削減に役立ててい
ます。

国内での取り組み
　高砂香料国内グループでは、SDS（化学物質等安全デー
タシート）を用いて対象となる化学物質の情報を事前に
提供するとともに、PRTR法※の対象となる化学物質は、
法令に則って実態を把握し、報告を行っています。
　高砂香料国内グループが2013 年度に取り扱った 
PRTR 対象化学物質は29品目で、大気排出量は27.4ト
ン、公共水域への排出量は3.5トンでした。これからも
排水処理システムの処理能力の向上、脱臭装置の設置な
どを進め、環境への排出量抑制に取り組んでいきます。
※PRTR法…Pollutant Release and Transfer Register の略。
特定化学物質の環境への排出量の把握等および管理の改善の促進に関
する法律

海外での取り組み
　製品に含まれる化学物質の安全性や管理において、
ヨーロッパをはじめ規制化が進んでいます。高砂香料グ
ループでは、REACH規制※への対応として取扱製品に
ついて予備登録を2008年までに完了しています。現在、
一部の製品については本登録まで完了しており、残りの
製品群についても各期限までに遅滞なく登録完了するよ
う、登録物質の選定と作業に取り組んでいます。
※REACH規制…Registration, Evaluation, Authorization and 
Restriction of Chemicals の略。
化学物質の登録、評価、認可および制限に関する規則

グリーン調達・グリーン購入※

　高砂香料グループでは「コーポレート購買ポリシー」
および「コーポレート購買ガイドライン」を制定し、でき
るだけ環境負荷が小さい製品やサービスを提供する事業

者より優先して調達・購入を行うグリーン調達・グリーン
購入に取り組んでいます。
※ グリーン購入とは、環境負荷ができるだけ小さい製品やサービスを、環
境負荷の低減に努める事業者から優先して購入すること。また、グリーン
調達は、製品を製造するために必要な原材料や部品、設備などを調達す
る時、環境負荷の少ないものから優先的に選んでいくこと

グリーン調達
　「コーポレート購買ポリシー」に基づき、環境活動に積
極的かつ協力的なサプライヤーから製品やサービスを調
達するグリーン調達を推進しています。また、Supplier 
questionnaireに関連するチェックシートを配布してサプ
ライヤーの自主点検を呼びかけるとともに、必要な場合
は監査を実施しています。

グリーン購入
　高砂香料国内グループの2013年度のグリーン購入率
（金額比）の平均は、60.6% に達しています。2012年度
は、72.6％でグリーン購入率は減少しました。

事業活動における環境影響（マテリアルフロー）

　省エネルギー、省資源、資源の有効利用などの環境活動を積み重ねることにより、事業活動による環境負荷の軽減に取り
組んでいます。「EHS100」のフェーズ II (2012～2014年度 )の環境目的・目標は、「エネルギー由来の二酸化炭素放出の削
減」「水資源保護の推進」「省資源とリサイクルによる持続可能性の促進」です。2013年度、2010年度を基準に高砂グルー
プの生産量あたりのCO2 排出原単位は20%削減、水使用原単位は11%削減、廃棄物発生原単位は24%削減できました。
今後ともグローバルグループ全体で、課題や取り組み状況を迅速かつ的確に把握し、いっそうの改善に向けて努力していきます。

対象期間：2013 年4月～2014 年3月

■ 2013 年度事業活動における環境影響

高砂フードプロダクツのEHS活動への取り組みについて

Voice

　EHS活動への取り組みは、環境マネジメ
ントシステムISO14001と食品安全システム
FSSC22000双方のシステムを併せ、EHS活
動を効率的に進めています。
　省エネルギー、廃棄物の削減など環境負荷
物質の削減と、限りある資源の有効利用を推
進し、目的・目標の設定と見直しを随時行っ
ています。安全衛生面では継続的な安全衛生
管理を進めることで、労働災害の防止と従業
員の健康増進、さらに快適な職場環境を形成
し、労働災害ゼロを目指した安全衛生水準の
向上に努めています。また、労災事故防止で
は過去の労災事例を再検証し安全対策の見直
しを進め事故防止に努め、メンタルヘルスに
ついては、管理職を研修に参加させ部下に対
する配慮や注意すべき点について、産業医と
連携し、予防・早期発見・再発防止に取り組
んでいます。2006年より袋井市が推進してい
るグリーンウエーブ活動（海岸防風林植樹から
松林下草刈）への参加を継続し、今後も、さ
らなる地球環境保全・安全衛生の向上を目指
し社会に貢献するよう活動を推進してきます。

高砂フードプロダクツ
EHSマネジャー
浅岡 操
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高砂香料グループは、日本国内だけではなく、グローバルにEHS活動を推進しています。
海外拠点での労働安全や環境負荷低減への取り組みなどの最新活動を報告します。

海外製造拠点・事業所での活動報告

　高砂U.S.A. は、“企業のエネルギー節約および廃棄物の最小化 ” 
委員会を立ち上げ、当社のこれまでの環境管理システムの目標達成
を支援し、持続可能性への取り組みをさらに改善するための新しい
機会を模索しています。企業管理にとって重要なのは、すべての施設
を代表する従業員がこの委員会に参加することです。これまでこの
委員会は、当社施設の慣例的なエネルギー利用を評価すること、お
よびリサイクル量の増加を重視してきました。
　従業員によるこのような活動が２年継続されたことで、その成果は
ニュージャージー州環境保護局により、「環境の守り人」として認め
られるまでになりました。この名誉は、我々が最も誇りとする持続可
能な未来を実現するための活動において、当局が求める環境規制を
さらに上回る、自主的および未来を見越した予防的な方策に対して
与えられたものです。こうした活動によって高砂U.S.A. は、一般の
食品香料製造施設とは異なり、水資源を「膨大に消費する企業」と
は見なされなくなりました。この目標は、今も当社にとって大きなモ
チベーションとなっています。
　当社の従業員は、コミュニティ関連イニシアチブを支援しています。
その１つが、「Verizon Wireless Corporate（ベライゾン・ワイヤレス
社）のクラッシック５キロマラソン」で、これは「Jersey Battered 
Women’s Service, INC.」として知られている慈善事業に役立ってい
ます。高砂U.S.A.の参加によって、将来的にベライゾン・ワイヤレス
社は、環境を保全しつつ、家庭内暴力の犠牲者とその家族が経済的
利益を生み出せるような方法で、携帯電話をリサイクルおよび再利用
することが可能になるでしょう。  
コミュニティと環境保全活動
　高砂U.S.A. は過去の成果に満足することなく、現在のコミュニティ
とのかかわりを強め、環境保全活動を続けて、環境と社会への責任
を果たす企業であり続けるための新たな機会を模索し続けます。この
ような活動プランには以下が含まれます。

・ 省エネのための施設の照明システムの更新
・ よりきめ細かな紙の廃棄活動の推進
・ 「インライン洗浄」（CIP）のさらなる導入による水の消費量削減
・ 施設の電気消費量削減を目的としたイニシアチブに対する従業員の
　意識向上
・ 今後もニュージャージー州の労働安全委員会に当社の職場では安
　全性が確保されていることを評価してもらうこと
・ 当社の各生産拠点に、安全、健康および環境の責任者を配置する
　こと
・ 引き続き、「家庭内暴力」と「ホームレスと飢え」に多大な支援を提
　供すること

Takasago U.S.A. initiated a “Corporate Energy Conservation and Waste 
Minimization” committee to assist with our existing Environmental Man-
agement System goals and to seek new opportunities for improving 
our sustainability efforts. It is important to corporate management; em-
ployee representation from all facilities is maintained on this committee. 
To date, this committee has focused on assessment of energy usage 
via current practices and increasing volumes of materials recycled at 
our facilities.
Efforts by our employees for the second consecutive year, made it 
possible for us to be recognized as an Environmental Steward by the 
New Jersey Department of Environmental Protection. This distinction 
is awarded to organizations who demonstrate voluntary and proac-
tive measures to go beyond environmental regulatory compliance in 
an effort to ensure a sustainable future we can be most proud of. For 
Takasago U.S.A., these efforts led to our !avor facility no longer being 
considered a “Signi"cant Industrial User” of water resources. This has 
motivated us to seek this status at other facilities.
Our employees support Takasago’s community involvement initiatives. 
One of these community involvement initiatives is the “Verizon Wire-
less Corporate Classic 5K Run” which bene"ts a charity known as the 
“JERSEY BATTERED WOMEN’S SERVICE, INC.”. Takasago U.S.A.’s 
involvement further enables Verizon Wireless to recycle and refurbish 
cell phones in a manner that preserves the environment and create 
"nancial bene"t for victims of domestic violence and their families.

COMMUNITY AND ENVIRONMENTAL SUSTAINABILITY ACTIVI-
TIES 
Never to be satis"ed with past accomplishments; TAKASAGO U.S.A. 
will continue its current community involvement and environmental 
sustainability activities, while seeking new opportunities to maintain 
itself as an environmental and socially responsible organization. These 
planned activities include:

・Updating facility lighting systems to conserve energy,
・Re"ne paper disposal activities in our facilities,
・Utilization of additional “Cleaning-In-Place” (CIP) equipment to 
　reduce water consumption,
・Increase employee awareness initiatives focusing on reducing facility 
　electrical usage,
・Continue to be recognized by the New Jersey State Industrial Safety  
　Committee for our workplace safety achievements,
・Placement of Safety, Health and Environmental Managers at each of  
　our Production Sites,
・Continue to provide signi"cant support to “Domestic Violence” along 
　with “Homeless and Hunger” causes.

　高砂ブラジルでは 2013年に、若者の労働力人口を増やすための研
修と準備、そして彼らが労働力市場の戦力となることを目的として、高
砂ブラジルのサイト近くのコミュニティにあるNGO のItacolomi と協力
して若者の実習プログラムを実施しました。
　この社会支援プログラムで Itacolomi は、15～18歳を対象に芸術、
文化および社会的教育活動を行います。これは「共に生き、家族とコミュ
ニティのつながりを強化する」ためのサービスで、初等学校を補完し、
プログラムに参加している若者に初めての仕事を与えることによって、彼
らの家族に副収入を提供することを目的としています。
　若年雇用特別契約は、18カ月未満の期間限定で、その半分は
Itacolomi の学校で理論的な学習を行う期間であり、残りの半分はそ
の知識を毎日の労働でいかすための高砂ブラジルでの実習期間になって
います。
高砂ブラジルの植樹祭
　ブラジルでは９月21日に植樹祭が祝われ、通常、全国規模で多くの
環境関連活動が行われます。 
　高砂ブラジルはこの日を記念して、現地のNGO、Itacolomiの生徒
とともに、この国原産の樹木の苗木30本を植樹しました。 
　生徒たちは、高砂ブラジルが ISO14001の認証取得のプロセスで実
施した環境関連の活動やその環境への影響についての講義にも参加し
ました。 
　高砂ブラジルのメインエントランスには、９種類の樹木が植樹されま
した。これは植樹に参加した多くの従業員にとって楽しい思い出となる
だけでなく、次世代への指針となることでしょう。

Young Apprentice Program
With the objective to contribute to the training, preparation and integration 
of young people into the labor market, the Takasago Brazil implemented in 
2013 the Young Apprentice Program in partnership with the NGO Itacolomi 
situated in the community near the Takasago Vinhedo site.
The Itacolomi conducts Arts, Culture and Social Education activities for 
teens 15-18 years old that are inserted into the Social Assistance programs, 
con"guring a service Living together and Strengthening Family and Commu-
nity Link, complementing the Elementary School and generating additional 
income to the families of these young apprentices through their "rst job.
The special youth employment contract is for a "xed period of not more than 
eighteen months and the time is split in half period of theoretical learning in 
the School Itacolomi and the other half time in the company Takasago for ap-
plication of this knowledge in day to day work life.

Arbor Day in Takasago Brazil
In Brazil, the Arbor Day is celebrated on 21st September and there are usu-
ally many activities related to the environment at the national level. 
The Takasago Brazil together with students of the NGO Itacolomi held the 
planting of 30 seedlings of native trees to commemorate this day. 
The students also attended a lecture about the job already done by Takasa-
go Brazil relation to environmental aspects and impacts identi"ed during the 
process of ISO 14001 certi"cation. 
Nine different species of trees were planted at the main entrance of the Ta-
kasago Brazil and became a reference for next generations, not to mention 
the pleasant experience with the contribution of many employees. 

次世代への実習プログラムの実施やNGO活動で
若い世代との交流を図った高砂ブラジル（TBR）
Takasago Brazil having conducted intercommunication with the younger generation via 
the on-the-job training program and NGO activity for the next generation

NJ環境保護局よりスチュワードシップを
授与された高砂U.S.A.（TAKUS）
USTakasago U.S.A having been granted a stewardship 
from NJ Department of Environmental Protection

ブラジル
Takasago Fragrãncias
E Aromas Ltda.

「高砂では、仕事とプライベートの両方で私自身を成長さ
せる素晴らしい機会に恵まれています。このプログラムに
より、私自身の生活全般において大きな責任感が芽生え
ました。初めて仕事の体験ができてとても幸せです」
“ In Takasago I have great opportunities to develop myself 
both in working life and in personal life. This program brought 
me a great responsibility in my life as a whole. It's my "rst job 
experience and I am very happy.”

Egner da Silvaさん

Voice

植樹祭の様子

地域の生徒たちと一緒に記念撮影

高砂香料グループマラソン参加者 記念撮影NJ 環境保護局より授与されたスチュワードシップ

アメリカ
Takasago International 
Corp. (U.S.A.)

● プログラムの参加者
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機器の洗浄に使用する水使用量の削減
　液体食品香料設備の洗浄処理では、使用される水量は残り香の強さ、その処方で使用される原料、そしてタン
クの壁への付着物があるかどうかに左右されます。現在の洗浄処理では、各タンクにつき約300秒で約300リッ
トルの水を消費し、1日の平均使用量は1500リットルとなっています。私たちは手順の標準化に取り組み、水の
使用量を削減するために洗浄時間を短縮できるお湯を使用しています。
シエラ・デ・グアダルーペにおける森林再生支援
　高砂メキシコは、企業のECOCARE （品質およびエコロジーへの責任）の活動家とともに森林再生活動に参加し
ています。彼らは、政府当局から寄付された木々を植えるため、トラルネパントラの地方当局とともにこの活動を
組織しています。主な計画としては、シエラ・デ・グアダルーペ市でかつて伐採された地域に、同市に寄付された木々
のほとんどを植える、というものです。高砂メキシコは環境保護の意識を高めるための取り組みを重視しているので、
従業員およびその家族が地球を守るためのこの植樹という重要な活動に参加するよう支援を行っています。
　私たちが環境を守り、大切にし、より良くするための活動に参加することは、常に万人に多大な利益をもたらします。
これまでに私たちが植えてきた木の数は、約1000本と試算されています。
リサイクルの梱包材量
　高砂メキシコは今後、クラフト紙の袋、プラスチック製の伸縮性包装フィルム、ポリスチレン製のナットといったリサイクル材料を100%使用して生
産され、品質および食品安全の要件を満たす梱包材料を使用する可能性を評価する計画です。これは天然資源保護の一助となり、材料のリサイクル
を推進することになるでしょう。

Decrease water consumption in the cleaning process of equipment
The cleaning process in the liquid !avors facilities could use a different amount of water, depending of the residual odor, the vehicle used in the formula, and if 
sticks are formed on the tank walls. The water consumption in the current cleaning process is about 300 Liters per tank in about 300 seconds, with an average 
consumption of 1500 L/day. We will work to standardize the procedure, reducing the washing time and using hot water, in order to reduce the water consumption.

Reforestation Support in Sierra de Guadalupe
Takasago Mexico will participate to the reforestation activities with the company ECOCARE (Quality and Ecology Responsible), they are organizing this 
activity with municipal authorities of Tlalnepantla to plant some trees donated by government authorities, the main idea is to plant the most quantity of trees 
in the area that have been cut down days before in a place named Sierra de Guadalupe, in the same city. Takasago Mexico focusing on its commitment to 
create awareness for the environmental protection is coordinating the participation of its employees and their families in this important activity, planting the 
seed of personal values and the importance to protect the planet.
Every effort that can join us in any activity that protect, cares, helps and improves our environment will be always a great activity with a lot of bene"ts to ev-
eryone. Until now we are estimating to plant about 1000 trees.

Packing material recycled
Takasago Mexico will evaluate the possibility to use packing materials such as, kraft paper bags, plastic stretch wrapping "lm, and polystyrene nuts, manu-
factured 100% with recycled materials without affect the quality and food safety requirements; this will help to protect the natural resources, and will promote 
the recycling of materials.

電力節約による環境保護
　2013年は、エネルギー使用および環境保全の重要性についての意識を高めるための活動の一環として、サン・トゥ
アン・ロモヌにある工場で、白熱電球とネオン照明器具のすべてを内部LED照明機器に交換する作業に着手しました。
管理棟のすべてに現在ではLEDが装備されており、43％の電力消費量が削減されました。
　2014 年には生産棟にもLEDが装備され、当社は年間3000 kWの電力消費を削減することができます。
廃液蒸発装置を導入予定
　今日まで、容器の洗浄には必然的に多大な量の水を消費していましたが、新たに廃液蒸発装置を導入することによっ
て、当社は水使用量の80％を削減することを目標としています。
　廃液蒸発装置の費用 の一部は、水を管理する政府当局からの助成金でまかなっており、2014 年の第４四半期には
稼働を開始できる予定です。
　2015年の第一段階では、廃水を下水収集システムに直接排出します。また、2016年の第二段階では、水をリサイ
クルして容器の洗浄に再利用して、洗浄機器の電力消費を50％削減します。

Protecting the environment through power conservation
In 2013, in an effort to raise awareness about energy use and the importance of environmental conservation, TEPL’s plant in 
Saint Ouen L’aumone launched the replacement of all incandescent bulbs and neon lighting by interior LED lights.
All the administration building is now equipped with LED; the electric consumption was reduced by 43 %.
In 2014 the production building will be equipped with LED, what will allow to reduce our electric consumption of 3,000 kW/ year.

Equipment wastewater evaporator system
Until now the task of washing containers inevitably consumed large amounts of water. With the new system of wastewater evaporator, we have for objective 
to reduce of 80% our water consumption.
The "nancing of the new wastewater evaporator is partially subsidized by the government agency of water and will be operational during the last quarter of 
2014.
First stage is that handled effluents are directly poured in the sewer collection system during the year 2015.
The second stage, in 2016, is to recycle the water to reuse for washing containers and to reduce by 50% the electric consumption of the cleaning equipment.

メキシコ フランス

ドイツ

スペイン

Takasago De Mexico 
S.A. De C.V.

Takasago Europe Perfumery 
Laboratory  S.A.R.L.

Takasago Europe 
G.m.b.H.

Takasago International 
Chemicals(Europe) S.A.

社員が幸せになるための環境保護計画を
推進する高砂メキシコ（TDM）

積極的にEHS活動に取り組む
高砂フランス（TEPL）

ISO 50001認証を取得することを
目標とした高砂ドイツ(TEG)

地域とのコミュニケーション活動を
積極的に行う高砂スペイン(TICSA)

Takasago Mexico promoting an environment protection plan 
for improving the lives of employees

Takasago France proactively working on the EHS activity

TEG having set a goal to obtain ISO 50001 certification

TICSA proactively conducting community collaborative activities

　管理棟および生産棟の新築計画において、資源節約の可能性を検討しました。これらは主に、建
物の設備と供給および生産施設の設計の双方での水とエネルギーの節約対策です。 
　2014 年には、法律により定められた当施設に適用される臭気排出量の要件を上回って、 空気清浄
施設を設置します。これは当社の施設をさらに公的に認めてもらうための自主的な活動であり、近隣
との調和を確立し発展させるためのものです。
　さらに2014 年に高砂ドイツは、エネルギー管理システムで ISO 50001認証を取得することをを目
標としており、これによりエネルギー節約の可能性を徐々に実現すべく、数々のエネルギー節約対策
を実施していく計画です。

Possibilities for resource conservation were examined within the scope of the new construction planning of 
the administration and production buildings. These mainly consist in water and energy saving measures to be 
considered for both the building equipment and the design of supply and production facilities. 
Beyond the legal requirements for the reduction of odour emission applicable to the site, a unit for renewable thermal oxidation of odorous process exhaust air will 
be installed in 2014. This is a voluntary effort on behalf of the company to further public acceptance of the site and to consolidate and develop the neighbourly rap-
port.
Moreover, in 2014, the Takasago Europe GmbH intends to obtain the ISO 50001 certi"cation for their energy management system, hence stepping up their 
efforts in the systematic identi"cation of energy saving potentials and the implementation of respective energy saving measures.

　高砂スペインでは、ムルシア市消防局と協力し、年次火災緊急訓練を実施しました。今年の火災訓練のシナリ
オは、消防士の１つのグループが蒸留器下部の火を消火している間（①)に、もう１つのグループが蒸留器の最
上部（高さ10ｍ）で作業する２人のオペレータを救助する(②)、というものです。
　高砂スペインは、ムルシア市のエネルギーおよび環境技術研究所と協力し、最も優秀な「環境＆エネルギー効
率の大学プロジェクト」に賞金を与える企画を行っています。
2014 年の持続可能性およびコミュニティのための活動の次の目標
　2014年と2015年の当初は、「企業の廃棄物および残留物の最適化プロジェクト」を継続します。予想される
主な目標は以下のとおりです。 

・10％の電力消費量の削減　・10％の蒸気消費量＆生産費用の削減　・残留物外注管理費用の80％削減

　上記の活動にまい進し、他者の知識を共有することによって、高砂スペインはEHSに関する基盤をより強固に
できると考えています。

We have been collaborating with the Fire Department of Murcia Town Hall, organizing together the annual "re emer-
gency training. This year we organized a "re scenario where we had to rescue two operators that was working at the top 
of a distiller (10 meters high), meanwhile, other group of "reman extinguished the "re at the bottom of the distiller.
TICSA collaborates with the Energy & Environmental Technological Research Center of Murcia to organize a prize for the best Environmental & Energy Ef-
"ciency University Project.

Next goals of sustainability and community activities in 2014
During 2014 & beginning 2015 we will continue with the Optimization Project on Industrial Waste & Residues. The main goals expected are: 

・10 % Electricity Consumption　・10 % Steam Consumption & Cost　・80% Cost saving in Residues External Management

Sharing our above efforts and continuous learning from the others, we believe TICSA can have a stronger platform relating to EHS.

TEPLで使用している
LED電球

廃液蒸発装置

空気清浄施設

再生・リサイクル推進イメー
ジポスター

再生するクラフト製バッグ

火災訓練①

火災訓練②
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中 国

シンガポール

Takasago International 
(Guangzhou) Co., Ltd.

Takasago International 
(Singapore) Pte. Ltd.

大気汚染をはじめとする環境負荷を
軽減するための施策に取り組む高砂広州（TIG）

4つの「E」をテーマに設計された
新施設に移った高砂シンガポール（TIS）

TIG working on the measure against the reduction of 
environment loads such as air pollution

Takasago Singapore moved to the new premise, 
designed considering the concept of the four “E”s.

　中国経済が高度成長する中で、大気・河川・土壌の汚染やエネルギーの大量使用の問題がクローズアップ
されています。中国の環境に対する法律も一段と厳しくなっており、工場の閉鎖や停止、幹部の逮捕等のニュー
スを見ることが多くなっています。
　そのような中で高砂広州では、大気汚染の防止・省エネ・資源の有効利用等の取り組みを行っています。具
体的に大気汚染防止については、新製品等が加わったこともあり活性炭による脱臭装置を設置しました。
　省エネに関しては、2013年にボイラーの燃料をLPGからLNGに切り替えたことにより、生産量あたりの
CO2排出量を30％削減できました。また、2012年から2013年にかけて、工場内の照明をすべてLEDに変
更するとともに、照度測定により、基準以上の箇所については、LED電球の数を減らすことで、照明の電気
使用量を58％削減することができました。
　資源の有効利用に関しては、抽出残渣は回収業者との契約によって肥料として、使用済活性炭は使い捨てカイロの原料として、それぞれ再利用
しています。
　2014年には、各職場の更衣室とシャワー室を一つに集中し、効率化による省エネを予定しています。また、社員同士のコミュニケーションを推
進し、精神的にもリラックスできるような休憩室等の設置も検討しています。また脱臭機の設置されていない品質保証部検査室に脱臭機を設置し、
臭気の外部への拡散を防止することも検討しています。
　これからも高砂広州は、地球にやさしい環境および社員が働きやすい環境づくりを目指して、工場全体で取り組んでいきます。

In the era of high economic growth in China, the issues of pollution of the air, rivers, and soil as well as the huge consumption of energy have gained increasing at-
tention. Environmental laws have become stricter in China and there are frequent reports of plant stoppages or closures and the arrest of top management.
Under such circumstances, TIG is working on air pollution prevention, energy saving, and effective utilization of resources. Deodorization equipment using 
active charcoal has been installed as a speci!c measure to prevent air pollution since a new product has been added. 
With respect to energy saving, the LPG fuel for boilers has been replaced with LNG, thus a 30% reduction of CO2 emissions per product has been realized 
in the volume of steam use. In addition, from 2012 to 2013 all the lighting equipment in the plant were replaced with LED, thus, a 58% reduction of power 
consumption has been achieved, especially by reducing the number of "uorescent bulbs where the illuminance exceeds the standard.
For effective resource utilization, extracted residuals and used active charcoals are reused as fertilizers and materials for disposable body warmers, respec-
tively under a contract concluded with the external collecting subcontractor.
In 2014, dressing rooms and shower rooms were integrated at the respective work places in order to save energy. In future, there are plans to install a break 
room so as to promote communication among employees and to help them mentally relax. There are also plans to install deodorization equipment in the 
inspection room in the Quality Assurance Department to prevent the diffusion of odor outside.
As an entire plant, TIG is committed to making efforts to foster a better working environment for employees and preserve the environment of the Earth.

　高砂シンガポールは、2014 年3月にオープンした5 Sunview Roadの新施設に移りました。このSunviewの
新施設にはフレーバー/フレグランス部門だけでなく、研究 /製造部門も入っています。
　この新施設は、英語の頭文字からとった以下の4E原則を念頭に設計されています。

・ 環境にやさしい（Environmentally Friendly）　・ 従業員の安全（Employee Safety ）
・ 高効率（Efficient）　・ 拡張可能（Expandable）

　これまでPandan Loopにあるフレーバー製造施設、およびPenjuru Closeにあるフレグランス製造施設に廃
水処理プラントは設置されていませんでした。化学廃棄物と産業廃棄物は主に第三者の廃棄物処理場で収集およ
び処理されており、この処理と廃棄には多大なコストがかかっていました。当社はシンガポール公益事業庁（Public 
Utilities Board：PUB）が定める基準と要件を満たすため、Sunviewに30万米ドルを投資し、処理能力が 10m3
／時以上の気泡浮上分離法（DAF）廃水処理プラントを設置しました。このように自社のプラントで生じた化学廃棄物については、基準を満たす
よう処理してから一般の排水システムに排出することで、当社は社会的な責任を果たしています。PUBは毎月、施設を抜き打ちで訪問して排水を
検査しているため、当社は基準を満たすべく常に注意を払っています。

Takasago International Singapore (TIS) has moved to the new premise at 5 Sunview Road and was officially opened on 12th March 2014.  The Sunview site 
houses both the Flavour and Fragrance division with R&D and Manufacturing under one roof.
The new premise was designed with 4Es principles in mind:

・ Environmentally Friendly 　・ Employee Safety　・ Efficient　・ Expandable

In the past, Flavour Manufacturing at Pandan Loop and Fragrance Manufacturing at Penjuru Close did not have any Waste Water Treatment Plant.  By and large, the 
chemical wastes and trade effluents were collected and treated by 3rd party waste treatment facility and we had to pay a high cost for the treatment & disposal.
In Sunview, we have installed a USD 300K Dissolved Air Floatation (DAF) Waste Water Treatment Plant capable of treating >10m3 per hour to meet the stan-
dards & requirements set by our local authority Public Utilities Board (PUB).  In doing so, we bear the social responsibility of treating the chemical wastes 
generated by our plants to meet the required speci!cations before discharging to public drains.  The PUB will do their monthly unannounced visits to collect 
the waste water at the discharging outlet.  This has certainly kept us on our toes on meeting the requirements regularly.
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高砂香料グループの「社会・環境報告書2013」
に関するアンケート結果について
高砂香料では、2014年4月から5月までCSRモニターアンケートを実施し、
回答数は513件、うち男性338名、女性175名となりました。
1回答につき、100円を高砂香料グループよりユニセフに寄付をいたしました。

「TOP MESSAGE」～サステナブルな社会を実現するための取り組み、
社会貢献活動など、企業方針について

「 『安全・安心』を第一にかかげ、管理体制の強化を推進」について

高砂香料グループの活動・取り組みについて

報告書について

読み取れた
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● 取り組み内容について

●CSRマネジメント
　 について

● 環境報告について

● 社会性報告について

● わかりやすさ
● デザイン（レイアウト、文字の大きさ、
　 イラスト、写真について） ● 情報量

● 製造拠点・事業所での
　 活動報告について
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◎企業姿勢に関する意見 
・ 火災事故を負の要因だけにせず、企業の在り方を見直す機会としていかそうという前向きな姿勢が、企業の
　指針にもいかされているように感じられた。（女性、40 代、報道関係者） 
・ リーディングカンパニーとしての信頼感、人の健康・安全重視の姿勢が伝わった。また、火災事故があったが、
　その反省と熱心な取り組みの真面目さに好感をもった。（男性、70 代以上、その他 (一般市民)） 
◎製品・事業活動等に関する意見 
・ グローバル展開への意気込みとサステナブルカンパニーへの成長への意気込みの2点が何度も強調され、　
　印象に残った。（男性、20 代、政府・行政関係者）
◎報告書に関する意見  
・ 中期計画等を、各フェーズ毎に具体的に文章化して、それらに評価がしてあり、非常に明確でした。
（女性、　40 代、お客様） 

・ 事故発生からの経過報告が明瞭であり非常時にもマニュアルに沿った対応ができていること、事故原因の　
究明ならびに再発防止策の検討過程も評価できる。（男性、20 代、学生）
・ 全社員への教育が含まれている点が良いと思います。やはり現場までの浸透がなければ再発を防ぐのは難し
　いと思いますので。（女性、30 代、お客様） 

・  事故を起こしてから改善では遅すぎる。事前に想定して対策するべき。（男性、30 代、お客様）

事故が起きてから見直しがされるのが現実問題として多いですが時間が経つと忘れて会社の業績等に目が
いってしまうので今後事故は絶対に起こしてはいけないことを肝に銘じてほしいと思います。言葉でいうこと
は簡単ですが実行は伴わないのが事業なので絶対に有言実行していただきたいと思います。（女性、50 代、
NGO・NPOの関係者 ） 

・

活性炭による脱臭装置

新施設

気泡浮上分離法（DAF）廃
水処理設備


